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運動部活動経験と徳性の強みの関係
―日本版生き方の原則調査票を用いて―

霜鳥 駿 太＊1,2・木 内 敦 詞＊3・西 田 順 一＊4・
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Relationship between Sports Career and Character Strengths in College Students:
Using the Japanese Version of the VIA-IS

Shunta SHIMOTORI＊1,2, Atsushi KIUCHI＊3, Jun-ichi NISHIDA＊4,
Hayato NAKAO＊5 and Hiroki MATSUOKA＊6

The purposes of this study were 1) to examine the reliability and validity of the Japanese version of
the VIA-IS (VIA-IS-J: Ohtake et al., 2005) and 2) to clarify the relationship between sport career pattern
and character strength (CS) using the scale. Study 1 examined model fit, internal consistency, reproduci-
bility, and concurrent validity based on data from 828 Japanese university students’ responses to the
scale. As a result, the reliability and validity of the scale were confirmed to be within acceptable limits.
In the Study 2, the VIA-IS-J was used to examine the relationship between CS and sports career pattern
among college students. The results showed that “courage” was significantly higher in both males and
females, and “knowledge and wisdom,” “human nature,” and “transcendence” were significantly higher
only in males than in females who had continuously engaged in the same sport in middle and high
school. These results suggest the reliability and validity of the VIA-IS-J and the relationship between
sports career pattern and CS.
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問題と目的

1．ポジティブ心理学への注目
21世紀の心理学の主な研究対象は，肯定的な感情
や幸福感，人の長所や強みの育成を掲げるポジティ
ブ心理学へと移行してきた（Seligman＆ Csikszent-
mihalyi，2000）。この心理学研究の流れと同様に，ス
ポーツ心理学においてもポジティブな心理的側面の
向上を意図した研究が進んでいる。例えば，スポーツ
活動によるライフスキルの獲得（上野・中込，1998；
島本・石井，2010）やレジリエンスの促進（上野他，
2014；上野・小塩，2015）等のスポーツ活動のポジ
ティブな心理的側面に焦点をあてた研究知見が挙げ
られる。このように，スポーツはポジティブな心理的
側面との関連が想定されるものの，スポーツの価値
をポジティブ心理学からアプローチした研究は，意
外にもこれまで進んでいない。
ポジティブ心理学研究の主要な研究分野に，強み

（Strengths）があり，6つの美徳と 24個の強み・長
所から構成されている（ピーターソン・宇野，2012）。
本研究では，24個の強み・長所を包括する概念であ
る 6つの美徳に着目しているため，「徳性の強み」と
して論を進めることとする。
2．徳性の強みを測定する尺度の課題
徳性の強みを測定する尺度として Values In Ac-
tion Inventory of Strengths（VIA-IS；Peterson ＆
Seligman，2004）が開発され，多くの国の心理学者
によって用いられてきた。VIA-ISは哲学書や教典を
基に徳性の強みを整理した尺度であり，徳性の強み
の保有度を認識することを可能にしている。さらに
VIA-ISの翻訳版尺度である「日本版生き方の原則調
査票（大竹他，2005）」（以下，日本版 VIA-ISと呼ぶ）
も作成された。24個の強み・長所（独創性，好奇心・
興味，判断，向学心，見通し，勇敢，勤勉，誠実性，
熱意，愛する力・愛される力，親切，社会的知能，チー
ムワーク，平等・公平，リーダーシップ，寛大，謙虚，
思慮深さ・慎重，自己コントロール，審美心，感謝，
希望・楽観性，ユーモア・遊戯心，精神性）は，それ
ぞれが属する 6つの領域（知恵・知識，勇気，人間性，
正義，節度，超越性）に整理されている（大竹他，
2005；ピーターソン・宇野，2012）。
なお，近年では VIA-ISの 24個の強み・長所を 3
つの領域（caring，inquisitiveness，self-control）と

して活用されているが，3つの領域ではすべての強
み・長所を測定できない可能性があること，統計解
析によるモデル適合度に基づかない単純化されたモ
デルであることが研究の限界とされている
（McGrath，2015）。
VIA-ISとその翻訳版尺度である「日本版 VIA-IS」

には，両尺度とも検討すべき課題として，統計技法を
経た構成概念妥当性が検証されていない点が指摘さ
れている（大竹他，2005）。そのため，構成概念妥当
性を検証したうえで本尺度を用いる手続きが必要で
ある。
3．スポーツ経験としての運動部活動経験への着目
徳性の強みを育み強化するためには，徳性の強み
を普段の生活の中で活用することの重要性が指摘さ
れている。例えば，Seligman et al.（2005）は，自己の
保有する上位 5つの徳性の強みを新たな方法で活用
することで，抑うつ感の減少と幸福感の増大がみら
れたことを報告している。また，高校生を対象に自己
の上位 5つの徳性の強みを授業や部活動などの学校
生活や，アルバイト，自分の趣味で意識的に活用する
ことで自己形成意識を高めたとしている（森本他，
2015）。徳性の強みの向上はさらに，不安を自己対処
する心を養うことにつながり，精神病理的問題への
予防や健康増進への効果も指摘されている（島井，
2006）ことから，徳性の強みの向上は意義あるものと
考えられる。そしてその徳性の強み向上の方略とし
て考えられるのが，スポーツへの参加（スポーツ経
験）である。なぜなら，徳性の強みの構成概念である
勇敢，勤勉，熱意等は，スポーツでの日々の練習に取
り組む上で必要であり，チームワーク，リーダーシッ
プ等はパフォーマンスの発揮にも必須と考えられる
（霜鳥他，2018）からである。また，大学体育授業に
おいても，多くの徳性の強みが育まれると学生が評
価していることが明らかにされている（橋本他，
2020）。
しかし，徳性の強みとスポーツ経験の関係を調査
した研究は少なく不明点が多い。その手がかりとし
て，徳性の強みを内包するパーソナリティとスポー
ツの関係に関する研究は参考になると考えられる。
例えば，スポーツマン的性格は，「健康的である」「忍
耐力がある」「明朗である」とされている（花田他，
1966）。また，Big Fiveパーソナリティ特性と競技力
の関係では，協調性や勤勉性が競技レベルの高低に
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関係することが報告されている（高岡・佐藤，2014；
上野他，2018）。このように，スポーツ経験とパーソ
ナリティ発達の関係が示唆されていることから，ス
ポーツ経験と徳性の強みの関連が予想される。
広義なスポーツ経験を捉える枠組みとして，学校
運動部活動経験が考えられる。これまでにも，運動部
活動をスポーツ経験と定義して心理的変化を検証し
た研究がみられる。心理的ストレッサーとその対処
方略（霜鳥他，2018），ライフスキルの獲得（上野・
中込，1998；島本・石井，2010）等の報告から，運動
部活動の性格形成への寄与が推察される。例えば，大
学期のライフスキル（以下：LS）と課外活動の関係
において，LS得点の差異が，男性と女性，体育会所
属者と文化会所属者および無所属者，体育会所属者
の競技種目（個人系・集団系等）でみられたこと（平
井他，2012）から，高校までの課外活動経験を考慮す
ることの必要性が考えられる。さらには，スポーツ
キャリアパターンの研究では，競技種目の継続型（同
一種目継続型・異種目継続型等）により心理的変数
（結果予期，効力感，勝利志向性等）に差が生じるこ
とが明らかにされている（筒井他，1996；冨永・田
口，2014；字惠・辰本，2016）。これら先行研究から，
本研究においても，性差や部活動の種類，スポーツ種
目やその継続性により，徳性の強みに差異が生じる
ことが予想される。
そのため，スポーツ経験を運動部活動の枠組みで
捉え，性差や部活動の種類（運動部・文化部），スポー
ツ種目の継続型（同一種目継続型・異種目継続型），
種目系統（個人系・集団系）と徳性の強みとの関係を
探ることは，学校における運動部活動の意義を検証
する意味において重要である。
4．本研究の目的
以上より本研究の目的は，日本人大学生の徳性の
強みを運動部活動経験から捉えることであった。研
究 1では，日本版 VIA-ISから大学生 828名の徳性
の強みを評価し，確認的因子分析を行う。続く研究
2では，大学生の徳性の強みと運動部活動の関係を
検討する。なお，本研究では運動部活動経験を，中高
継続して運動部活動に取り組んだ者の種目の継続型
（同一種目継続型・異種目継続型）および系統（個人
系・集団系）と捉えた。

研 究 1

目的
先行研究における日本版 VIA-ISは，因子構造に
関する検討が不十分な点において検討が望まれる。
そこで研究 1では，日本版 VIA-ISの質問項目（公開
されている 48項目）を用いて構成概念妥当性を検討
することを目的とした。
方法
調査対象と調査実施時期 関東地方にある国立
A大学と公立 B大学の一般体育授業履修学生 837
名を対象とした。A大学の体育授業は必修科目，B
大学は選択科目であった。調査はいずれも最終回授
業にて，授業アンケートとレポート提出を終えた学
生に，自由意思に基づく研究参加協力を依頼した。
倫理的配慮 本研究は，A大学研究倫理委員会の
承認を経て実施された（体 019-162）。なお，調査協
力の依頼に際しては，1）研究対象者の自由意思に基
づく研究参加であること，2）研究協力しない場合も
不利益を一切被ることのないこと，3）調査用紙の提
出をもって同意とみなすこと，4）同一学生からの回
答を紐づけるために学籍番号の情報を得ること，を
口頭および文書によって説明した。
調査内容 既存の徳性の強みを測定する尺度であ
る日本版 VIA-ISの 48項目を用いた。各項目につい
て，「1.全くあてはまらない」から「5.とてもよくあて
はまる」の 5件法で回答を求めた。加えて，基本属性
（大学名，学部名，性別，年齢）と過去の部活動経験
（部活動名，種目，実施時期）の調査を実施した。
併存的妥当性を検討するにあたり，Big Fiveの 5
つの次元「外向性」「協調性」「勤勉性」「神経症傾向」
「開放性」を測定する「日本語版 Ten Item Personal-
ity Inventory」（TIPI-J；小塩・阿部，2012）10項目
（7件法）を分析に用いた。その理由として，日本版
VIA-ISは，ポジティブな側面を測定するため，「外向
性」「協調性」「勤勉性」「開放性」との正の相関，「神経
症傾向」との負の相関が予想される TIPI-Jとの関連
をみることが併存的妥当性の検証に適していると考
えたからである。
統計処理 調査で収集された項目の得点につい
て，確認的因子分析による因子構造の妥当性の検討
を行った。統計処理には，SPSS Statistics 25.0及び
SPSS Amos 25.0を用いた。
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結果および考察
調査対象者 調査対象者 837名の中から記入漏れ

のあった者を除いた 828名（平均年齢 19.02歳，標準
偏差 0.74歳：男性 469名，女性 359名：有効回答率
98.9%）の有効回答が得られた。
再検査法による信頼性の検討および併存的妥当性
の検討においては，A大学，B大学の一般体育授業履
修学生のうち，2度の調査に不備なく回答した 80
名を対象とした。2度目の調査は 1度目の調査の約 3
週間後に実施された。
日本版 VIA-ISの確認的因子分析 モデルデータ
への適合度を確認的因子分析により検討したとこ
ろ，適合度指標は，やや低い値であった（X2=
3875.016，df=1041，p＜.001，GFI=.806，AGFI=.781，
CFI=.746，RMSEA=.057）。そこで，モデルの意味が
損なわれないよう，修正指標に基づきモデルを修正
した。その結果，適合度指標は，X2=3542.970，df=
1036，p＜.001，GFI=.829，AGFI=.806，CFI=.776，
RMSEA=.054となり，モデルが改善された（Figure
1）。GFI，AGFI，CFIの値は 1に近いほど適合度が
高く，一般的に 0.9以上が目安（小塩，2018）である
が，本研究では GFI，AGFI，CFIともに若干低い値
であったものの，おおよそ説明力があるモデルと判
断した。RMSEAについては，0.05以下であれば当て
はまりが良いと判断される（小塩，2018）が，本研究
では RMSEA=.054と近似値であったことから，適
合度は許容範囲内であると判断した。
内部一貫性の検討 各因子のクロンバックの信頼
性 α係数を確認したところ，第 1因子「知識と知恵」
α=.78，第 2因子「勇気」α=.63，第 3因子「人間性」
α=.68，第 4因子「正義」α=.75，第 5因子「節度」α

=.58，第 6因子「超越性」α=.77となった。全ての因
子を合わせた信頼性 α係数=.89であった。
再検査法による検討 1度目の調査と 2度目の調
査の得点間の相関係数を求めたところ，尺度全体で
は r=.86，「知恵と知識」r=.81，「勇気」r=.75，「人間
性」r=.65，「正義」r=.77，「節度」r=.52，「超越性」r

=.77（いずれも 1％水準で有意）であった。強い相関
がみられたことから，日本版 VIA-ISの高い再現性
が確認された。
併存的妥当性の検討 日本版 VIA-ISの下位因子
と TIPI-Jの下位因子の「神経症傾向」に負の相関が
みられた（Table 1）。TIPI-Jの下位因子の「神経症傾

向」は，不安や心配など内的な要素を測定する（小塩
他，2012）ため，徳性の強みを測る日本版 VIA-IS
と負の相関があることは妥当である。また，日本版
VIA-ISの下位因子の「節度」と TIPI-Jの下位因子に
相関がみられなかったことは，本研究の特徴である。
「節度」は，寛大，謙虚，思慮深さ・慎重，自己コ
ントロールの強み・長所から構成されているため，
TIPI-Jの下位因子では測定できない概念を測定し
ていると考えられ，併存的妥当性を裏付けるものと
思われる。
結論
研究 1では，日本版 VIA-ISの 48項目を用いて尺
度の信頼性と妥当性を検討した。その結果，許容範囲
内の信頼性と妥当性が確認された。

研 究 2

目的
研究 2では，研究 1で許容範囲内の信頼性と妥当
性を確認した日本版 VIA-ISを用いて，徳性の強み
の得点パターン（得点の高低）を検討した後に，徳性
の強みとスポーツ経験，すなわち中高継続して運動
部活動に取り組んだ者の種目の継続型および系統に
よる関係を明らかにすることを目的とした。
方法
調査対象者 研究 1の調査にて有効回答を得た
828名を対象とした。なお，部活動経験と日本版
VIA-ISの得点の分析については，中学校および高校
で継続して部活動に取り組んだ者 664名（平均年齢
19.00歳，標準偏差 0.66歳：男性 383名，女性 281
名）を対象にした。
倫理的配慮 研究 2についても，研究 1と同様に
A大学研究倫理委員会の承認を経て実施された（体
019-162）。
調査内容 研究 2の調査内容については，研究 1
と同様であった。
統計処理 日本版 VIA-ISの得点について，部活
動経験（中高とも運動部，中高とも文化部，中学のみ
運動部）と徳性の強みの関係を探索的に検討するた
め，クラスター分析（ward法）とカイ二乗検定を
行った。なお，中学のみ文化部の者は 9名と極端に少
ないため，分析から除外した。加えて，部活動経験
（運動部・文化部）と性別（男性・女性），男女別によ
る種目の継続型（同一種目継続型・異種目継続型）と
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Figure　1　日本版VIA-IS の確認的因子分析
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Figure　2　クラスター分析の結果（n＝828）
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Table　1　日本版VIA-IS と基準関連尺度との相関

領域
Ten Item Personality Inventory（TIPI-J）

外向性 協調性 勤勉性 神経症傾向 開放性
知識・知恵 .32＊＊ .37＊＊＊ .18 － .38＊＊＊ .49＊＊＊
勇気 .40＊＊＊ .27＊ .43＊＊＊ － .24＊ .31＊＊
人間性 .32＊＊ .53＊＊＊ .07 － .33＊＊ .25＊
正義 .27＊ .42＊＊＊ .15 － .27＊＊ .36＊＊＊
節度 － .08 .18 .09 － .09 － .05
超越性 .27＊ .35＊＊＊ .13 － .23＊ .47＊＊＊
＊p＜ .05，＊＊p＜ .01，＊＊＊p＜ .001

系統（個人系・集団系）の二要因分散分析を行った。
多重比較については，Bonferroni法を用いた。
結果および考察
徳性の強みの得点パターンの類型化 ポジティブ
な徳性の標準化得点を用いて，クラスター分析を
行った。デンドログラムの形状を確認し，クラスター
の解釈可能性の観点から 4つのクラスター（CL1
から CL4）が適切であると判断した（Figure 2）。CL
1は全ての徳性が最も低い群，CL2は全ての徳性が
低い群，CL3は「節度」のみ低い群，CL4は全ての

徳性が最も高い群であった。
続いて，4つのクラスターによる徳性の強みの得

点の一要因分散分析の結果を Table 2に示した。全
ての徳性の得点において有意差がみられ，Tukey
法による多重比較により，「節度」を除き，CL4，CL
3，CL2，CL1の順に得点が高いことが示された。
これらの結果から，各徳性が相互に関係している
ことが示唆された。特に「節度」の得点が他の徳性に
関係しているかもしれない。
部活動経験と徳性の強みの関係 部活動経験と 4
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Table　2　クラスター別の各因子の平均値（標準偏差），分散分析の結果（n＝828）

領域 CL1
（n＝73）

CL2
（n＝349）

CL3
（n＝326）

CL4
（n＝80） F値 多重比較

知恵と知識 24.71（6.90） 26.83（3.83） 33.37（3.49） 36.58（4.12） 251.46＊＊＊ CL1＜CL2＜CL3＜CL4
勇気 18.82（4.08） 22.19（2.97） 25.80（2.82） 29.70（3.31） 239.94＊＊＊ CL1＜CL2＜CL3＜CL4
人間性 14.81（2.89） 19.16（2.78） 22.44（2.71） 24.26（2.69） 235.16＊＊＊ CL1＜CL2＜CL3＜CL4
正義 12.86（3.05） 17.77（2.58） 20.81（2.84） 24.04（2.75） 282.16＊＊＊ CL1＜CL2＜CL3＜CL4
節度 22.18（4.59） 24.66（3.54） 24.90（3.64） 30.26（3.38）  70.26＊＊＊ CL1＜CL2，CL3＜CL4
超越性 23.45（4.82） 29.72（4.05） 34.71（4.64） 39.50（4.23） 243.82＊＊＊ CL1＜CL2＜CL3＜CL4
＊＊＊p＜ .001

Table　3　クラスター別の部活動継続者数（割合），調整済み
残差（n＝788）

CL1 CL2 CL3 CL4
中高運動部 45（8） 223（41） 220（41） 54（10）
残差 0.3 －1.4 0.6 1.0
中高文化部 10（8） 45（37） 56（46） 11（9）
残差 0.0 －1.4 1.5 －0.1
中のみ運動部 9（7） 69（56） 38（31） 8（6）
残差 －0.4 3.2 －2.3 －1.2
X2（6）＝11.45，p＜ .10，V＝ .01
※中学のみ文化部の者はサンプル数が極端に少ないため，分
析対象から除外した。

Table　4　部活動と性別による各因子の平均値（標準偏差）および分散分析の結果（n＝664）

領域
男性（n＝383） 女性（n＝281） 主効果（F値）

交互作用
（F値）運動部

（n＝358）
文化部
（n＝25）

運動部
（n＝184）

文化部
（n＝97） 性別 部活動

知恵と知識 30.34（5.71） 30.08（6.59） 30.05（5.18） 30.55（5.13）  0.02 0.03 0.31
勇気 23.87（4.35） 22.56（5.24） 24.55（3.88） 24.53（3.43）  6.97＊＊ 1.78 1.66 男性＜女性
人間性 20.12（3.74） 19.16（4.60） 21.57（3.31） 21.62（3.32） 20.15＊＊＊ 1.10 1.34 男性＜女性
正義 19.28（3.81） 18.08（5.14） 19.55（3.71） 19.28（3.60）  2.55 2.54 1.01
節度 25.19（4.24） 25.84（4.11） 24.82（3.91） 24.86（3.92）  1.86 0.48 0.39
超越性 31.54（6.01） 30.64（8.19） 33.32（5.27） 33.93（5.57） 12.84＊＊＊ 0.04 1.14 男性＜女性
＊＊p＜ .01，＊＊＊p＜ .001
※中学校および高校で継続して部活動に取り組んだ者を分析対象とした。

つのクラスターのカイ二乗検定の結果，有意傾向で
あるものの残差分析を行った。その結果，中学のみ運
動部に所属した者は，CL2（全ての徳性が低い群）に
多く，CL3（節度のみ低い群）に少ないことが示され
た（Table 3）。つまり，中学校のみ運動部に所属した
生徒は，徳性が低い群に分類されることがわかった。
部活動経験による日本版 VIA-ISの得点の差 部

活動経験（運動部・文化部）×性別（男性・女性）の
二要因分散分析の結果を Table 4に示した。いずれ

の因子についても交互作用はみられなかった。性別
による主効果は，「勇気」（F（1，66）=6.97，p＜.01，
η2＝.01），「人間性」（F（1，66）=20.15，p＜.001，η2

＝.03），「超 越 性」（F（1，66）=12.84，p＜.001，η2

＝.02）にみられ，すべての因子で，男性よりも女性
の得点が有意に高かった。「人間性」，「超越性」は，
先行研究（大竹他，2005）においても性差の確認され
た項目（愛，親切，審美心，感謝）を含む概念であり，
先行研究を追認する結果といえる。「勇気」について
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Table　5　男性における種目の継続型と系統による平均値（標準偏差）および分散分析の結果（n＝306）

領域
同一種目型（n＝180） 異種目型（n＝126） 主効果（F値） 交互

作用
（F値）

個人系
（n＝71）

集団系
（n＝109）

個人系
（n＝82）

集団系
（n＝44） 継続型 種目

系統
知恵と知識 31.41（6.80） 31.19（5.36） 29.44（4.81） 28.73（6.22） 10.35＊＊＊ 0.45 0.13 異種目型＜同一種目型
勇気 24.77（4.86） 24.42（3.89） 23.06（4.49） 23.18（4.49）  7.83＊＊ 0.05 0.20 異種目型＜同一種目型
人間性 21.11（4.29） 20.59（3.79） 19.06（3.04） 19.64（3.67） 11.23＊＊＊ 0.00 1.51 異種目型＜同一種目型
正義 18.87（4.44） 19.94（3.45） 18.85（4.10） 18.59（3.76）  2.11 0.73 1.99
節度 25.80（4.54） 25.12（4.11） 25.23（4.50） 24.50（3.87）  1.33 1.87 0.00
超越性 32.14（6.93） 32.62（5.48） 30.79（6.15） 30.34（5.83）  6.15＊ 0.00 0.41 異種目型＜同一種目型
＊p＜ .05，＊＊p＜ .01，＊＊＊p＜ .001
※中高において個人系種目と集団系種目の両方を実施した者は分析対象から除外した。

Table　6　女性における種目の継続型と系統による平均値（標準偏差）および分散分析の結果（n＝158）

領域
同一種目型（n＝72） 異種目型（n＝86） 主効果（F値） 交互

作用
（F値）

個人系
（n＝41）

集団系
（n＝31）

個人系
（n＝58）

集団系
（n＝28） 継続型 種目

系統
知恵と知識 30.83（5.77） 30.61（4.26） 29.21（5.18） 29.71（4.96） 2.20 0.03 0.18
勇気 25.63（4.28） 25.19（3.42） 23.76（3.78） 24.11（3.48） 5.55＊ 0.01 0.39 異種目型＜同一種目型
人間性 21.93（3.47） 21.71（3.26） 20.97（3.27） 21.57（2.96） 1.03 0.13 0.58
正義 20.71（3.87） 19.97（4.14） 18.41（3.66） 19.89（2.70） 3.81 0.37 3.34
節度 24.98（4.30） 25.81（3.96） 24.07（3.80） 24.86（3.23） 2.09 1.59 0.00
超越性 33.73（4.46） 33.61（6.71） 32.33（5.50） 33.50（4.69） 0.72 0.35 0.53
＊p＜ .05
※中高において個人系種目と集団系種目の両方を実施した者は分析対象から除外した。

は，先行研究（大竹他，2005）にて女性より男性の得
点が高い項目（勇敢）を含んでいるが，本研究では異
なる結果となった。この点について，男性より女性の
方が「認知的評価」がポジティブであり，複数の徳性
の強みを高く評価する可能性がある（橋本他，2020）
ことが一因かもしれない。
続いて，運動部と文化部で各因子の得点に差がみ
られなかったことについては，どちらの活動も徳性
の強みを高める要素を含んでいるためと考えられ
る。中学生を対象にした研究では，運動部か文化部か
にかかわらずそれらへ積極的に取り組むことが学校
への心理的適応を促すことが報告されている（岡田，
2009）からである。また，大学生においても，部活動
が人としての成長に貢献することが数多く報告され
ている（社団法人日本私立大学連盟，2007）。積極的
に課外活動へ参加することが学生・生徒の心理的発
達に正の効果をもたらし，それは運動部と文化部の
双方に認められるといえる。すなわち，運動部と文化
部のどちらであっても，情熱をもち，粘り強く課題に

取り組むことが徳性の強みに関連することが示唆さ
れた。
種目の継続型と系統による日本版 VIA-ISの得点
の差 男女別による種目の継続型（同一種目継続型，
異種目継続型）×系統（個人系・集団系）の二要因分
散分析の結果を Table 5，Table 6に示した。男女と
もいずれの因子についても交互作用はみられなかっ
た。男性については，種目の継続型の主効果が，「知
恵と知識」（F（1，30）=10.35，p＜.001，η2＝.03），
「勇気」（F（1，30）=7.83，p＜.01，η2＝.03），「人間性」
（F（1，30）=11.23，p＜.001，η2＝.04），「超 越 性」
（F（1，30）=6.15，p＜.05，η2＝.02）にみられ，すべ
ての因子で異種目継続型より同一種目継続型の得点
が有意に高かった。女性については，種目の継続型の
主効果が，「勇気」（F（1，15）=5.55，p＜.05，η2＝.04）
にみられ，すべての因子で異種目継続型より同一種
目継続型の得点が有意に高かった。この結果につい
て，同一種目を継続することで，特定の種目に対して
一途に取り組むため，その種目の経験が長く，スキル



（ 138） 応用心理学研究 Vol. 49, No. 2

の習得や練習方法の理解が，異種目を継続する者よ
り習熟していると考えられる。そのため，継続した種
目の練習や試合においてリーダーシップを発揮する
場面があり，「勇気」の「私は，人生を横から傍観者
としてみているのではなく，それに全身で参加して
いる」や「人間性」の「私は，だれにでもやり直しの
機会を与えたいといつも思っている」等の質問項目
に関係することが推察される。
先行研究においては，同一種目を継続することで，
特性的自己効力感が高くなること（字惠・辰本，
2016）や，結果予期が肯定的になること（冨永・田口，
2014）が報告されている。結果予期と効力予期（自己
効力感）は，Self-efficacy Modelとして人間が行動を
起こす先行条件とされている（筒井他，1996）ことか
ら，男女ともに「勇気」が，加えて男性では「知恵と
知識」「人間性」「超越性」が種目の継続に関係する可
能性が考えられる。また，継続した種目への取り組み
による心理的変数との関係に関する報告として，西
垣・小塩（2012）は情動知能測定尺度（内山他，2001）
を用いて，男性はもっとも熱心に取り組んだ種目の
年数が情動知能の発達に関連すること，女性は中学
校と高校の運動経験年数と熱心度が情動知能に関連
し運動継続の要因であると報告している。情動知能
測定尺度（内山他，2001）の因子（自己洞察，自己動
機づけ，自己コントロール，共感性，愛他心，対人コ
ントロール，状況洞察，リーダーシップ，状況コント
ロール）は，本研究における「知恵と知識」「勇気」「人
間性」「超越性」と類似する因子と考えられる。した
がって，中高同一の種目へ継続的に取り組むことが，
徳性の強みのいくつかの側面を高める可能性が示唆
された。
結論
研究 2では，研究 1で許容範囲内の信頼性と妥当
性を確認した日本版 VIA-ISを用いて，徳性の強み
と部活動の関係を検討した。その結果，運動部活動で
同一種目を継続するスポーツキャリアパターンと徳
性の強みとの正の関係性が示唆された。

本研究の限界と今後の課題

最後に，本研究の限界と課題を述べる。まず，限界
として 2つ述べる。1つ目は，本研究において日本版
VIA-ISの信頼性と妥当性が許容範囲内であること
を確認することができたが，信頼性（α係数）と妥当

性（適合度指標）がやや低いことである。具体的には，
「節度」因子の信頼性 α係数は.58となったこと，モ
デルデータへの適合度指標がやや低いことがあげら
れる。その原因として，VIA-ISは哲学書や教典を基
に徳性の強みを整理した尺度であり，哲学的に広い
概念を測定していることが考えられる。なぜなら，類
似した概念のみを因子分析する際は信頼性 α係数
は高い数値を示すが，広範な概念を探索的に収束さ
せる場合は低い数値を示すことが指摘されている
（柳井・井部，2012）からである。この点について，
本研究の対象者は関東地方の国立大学，公立大学の
一般体育授業履修学生であったため，今後は関東以
外や私立大学の学生を対象に引き続き信頼性と妥当
性の検討が必要である。2つ目は，部活動経験と日本
版 VIA-ISの下位因子の分散分析において，効果量
（η2）が小さい点である。効果量（η2）の目安は，.01
（小），.06（中），.14（大）（小塩，2018）であり，有意
差が認められる結果においても，小さな効果量であ
ることを考慮する必要がある。
次に，本研究の課題を 2つ述べる。1つ目は，別サ
ンプルによる尺度の信頼性と妥当性の検討が必要な
点である。本研究では，欧米のポジティブ心理学の先
導者たちが整理した徳性の強み（VIA-IS）を日本人
大学生を対象に信頼性と妥当性を検討した。今後は，
私立大学を含めた幅広い学生層を対象者に尺度の信
頼性および妥当性を検討していくことが望まれる。2
つ目は，徳性の強みと運動部活動経験の関連につい
て更なる検討が必要な点である。徳性の強みと運動
部活動経験の関連について，因果関係の特定には
至っていない。また，運動部と文化部で各因子の得点
に差がみられなかった理由として，運動部と類似し
た性格を有している文化部の吹奏楽部（横井，2011）
に中学もしくは高校で所属した者が，56%と半数以
上であったことが考えられる。なぜなら，吹奏楽部
は，技術指導などにおいて先輩・後輩・OB/OGと
の交流が密であり，合同演奏会などで異なる団体と
交流も多い（平井他，2012）ため，徳性の強みに関係
することが予想される。そのため，運動部のみなら
ず，文化部の雰囲気や具体的な活動経験と徳性の強
みとの因果関係を特定することが必要である。
以上のような限界と課題が残されたものの，本研
究において運動部活動で同一種目を継続するスポー
ツキャリアパターンと徳性の強みとの正の関係性を
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示唆する知見を得た。また，本研究における日本版
VIA-ISの統計技法を経た信頼性と妥当性の検証結
果は，わが国における徳性の強み研究の発展に寄与
できるものと思われる。
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